
 

 

 

 

                                             

                                                               

 

 

夏を制する者が受験を制す！ 
 

 忙しかった１学期が終わり、７／２１金から夏休みが始まります。各教科からの夏の課題をやるだけでなく、

１学期の授業内容の復習ができる貴重な期間です。高校でのスタートダッシュがうまく切れなかった人は、挽回

できるチャンスです。目標を高くもち、日々の学習に励むようにして下さい。応援しています。 

また、夏休みは自分の進路についてじっくりと考える時間がとれる期間でもあります。東北大オープンキャン

パスバスツアーを実施予定ですが、最低２校（できれば３校）憧れの大学の見学に行きましょう。本物に触れる

ことができる絶好の機会であり、学習のモチベーションアップにもつながります。様々な価値観に触れ、自分を

見つめなおすことで人間性や進路意識を高めてもらいたいと思います。前向きな文理選択ができるように、積極

的に進路研究に励んで下さい。夏休み明けに「文理選択・選択科目」予備調査を実施予定です。 

 

【進路関係の行事等】 

 夢ナビ（７／１５土・１６日 実施済）     看護医療ガイダンス（７／２５火 午後） 

 東北大オープンキャンパスツアー（７／２６水・２７木） 

 全統記述模試（８／２０日）          難関大進路ガイダンス（８月に実施予定） 

 

※進路研究  ケイネット（河合塾）やマナビジョン（ベネッセ）のホームページを活用しよう。 

        志望校が決まっている人は、受験科目も調べてみよう。 

 

ベネッセ講演会の資料より 

 ８月の学習成果は１１月に出る！    １年１１月模試は成績の変動が大きい（夏の学習で差がつく！） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 号 

R5.7.19 

R5年度 

足高第 1学年通信 



～高校生活最初の夏を有意義に過ごそう～ 
   

１．十分な自主学習時間を確保しよう 

 

■「生活の３点」と「学習開始時間」を固定する 

 生活の３点とは、「起床」「夕食」「就寝」です。これらの時間と学習開始時間を固定して、規則正しい生活

を心がけましょう。学習開始時間は、「起床後～登校までの間」や、「夕食前」など、自分が集中して取り組め

る時間を探してみましょう。 

 

■まとまった学習時間をつくる 

問題演習には時間がかかるものです。まとまった時間をつくり、じっくりと取り組んでみましょう。そうす 

ることで、わからない問題に対して粘り強く取り組む力を伸ばせます。 

 

２．夏休み中の学習計画を立ててみよう 

 

■無理のない計画を立てる 

学習内容を確実に理解するためにも、無理のない計画を立てるようにしましょう。予定通りに進まなかった

場合に備えて、例えば、１週間のうち１日はお休みの日をつくるなど、計画の遅れを取り戻すための時間を用

意しておくことも大切です。 

 

■学校の課題に最優先で取り組む 

まずは、夏休みの課題を確実に終わらせることを最優先にしましょう。夏休みの課題には、これまでの学習

のポイントが多く含まれているので、課題にしっかり取り組むことが、復習につながります。 

 

■苦手分野の復習に取り組む 

まとまった学習時間をつくり、苦手分野を克服するチャンスです。苦手だと思うところがある人は、教科書

の基本問題から取り組むなどして、ぜひ復習に取り組んでみましょう。 

 

■毎日の学習記録をつける 

何時間学習したか、計画通りに取り組めたかを毎日振り返り、記録するようにしましょう。毎日振り返るこ

とで、計画通りに進んでいなくても、軌道修正を行うことができます。（引き続きクラッシーで入力すること） 

 

「憧れの大学に合格できる学力を身につける」ことを目標に頑張りましょう！ 

 

☆文武両道で大活躍してます☆ 

部活動報告  ダンス部 １年生８名所属 全国大会出場決定！ 

水泳部 ４組 新井友惟 関東大会出場決定！ 

校外活動報告 ６組 荒川千馳 クリケット U19日本代表として W杯東アジア予選(オーストラリア)に出場！ 


